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目的
地球温暖化への迅速な対応として300~600°C
の排熱を利用付加価値の高い電気エネル キ
゙ーに変換する環境低負荷・生体適応型て
゙、かつ10%以上の変換効率が期待される
次世 代熱電変換材料および発電システムの
開発 

将来的な開発目標
自動車排熱や工業排熱を有効利用するための実用向け環境低負荷型熱電変
換材料、例えばシリサイド系(Mg-Si、Mn-Si)、Si系、Zintl系および酸
化物系材料の開発および発電モジュール作製のための要素技術開発
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Mg2Si 熱発電素子実用化への取り組み
材料基礎熱電特性の向上（不純物添加による発電量向上と熱伝導率の低減）

動作温度時の耐酸化特性の向上（Mg2Siに整合した熱酸化防止膜用ガラスの組成設計および物性・膜質）

交流インピーダンス法による
ガラス膜の膜質評価

ガラス膜の700°C保持での
耐久性評価
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熱的・機械的に高耐久なMg2Siの開発
耐久性向上に必要な⾼靭性と発電出⼒の両⽴

Mg2Si結晶粒界への⾦属バインダー添加

Mg2Si結晶粒径微細化(1)

Mg2Si結晶粒径微細化(2)
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